
で は t r a n siti o n al m e n i n g i o m a であ っ た .
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51 海綿静脈洞症候群, 髄膜炎で発症 した下 垂体

腫瘍の
一

例

50 下垂体腺腫内に多数の ラ 卜ケ嚢包の形成を認

めた
一 例

佐藤 泰 彦
･

菅野 三 信(志簸差議
院
)

池 田 秀敏 (志品森
学

)
症例は51 歳, 女性 .

【主訴】 頭痛 .

【現病歴】 頭痛精査 の 為施行した頭部 C T で 下

垂体腫蕩を認めた . 下垂体 ホ ル モ ン 異常, 視 力視

野障害は認めなか っ た . 頭部 M R I
,
T l 強調画像

は h et e r o g e n e o u s で s p o t t y に is o
- l o w s lg n al

を, T 2 強調画像 で は h e t e r o g e n e o u s で s p o t t y に

hig h
- l o w si g n a l を示 した . 経蝶形骨洞腫痘摘

出術を行 っ た . 鞍底部に
一

部穿孔を認め
,
腫痘が

露出して い た . 硬膜を切 開する と腺腫成分 の 中 に

無色透明 の ゼリ ー 状の 小塊が多数混在 し
, 柔 らか

い 灰褐色 の腺腫を全摘 出した . 術後経過良好 であ っ

た .

【病理所見】 無色 透明ゼ リ
ー 状の 小塊 は

,
P A S

染色陽性 で , ラ トケ嚢包の 内容物に
一 致す る所見

だ っ た . また
,

こ の 物質に接して , 繊毛
, 繊毛をも

つ 単層円柱上皮を認め
, g o bl e t c ell を含ん で お り,

ラ トケ嚢包 の 上皮に
一

致する所見だ っ た . 腺腫細

胞は
,
F S H - b et a

,
a lp h a - S U が陽性で あり

,
ラ トケ

の 上 皮は a lp h a
q
-S U の み 陽性だ っ た . 以上より,

ゴ

ナ ドトロ ピ ン 産生腫痘内に ラ トケ嚢包が形成され

たと考えた .

【結語】 下垂体腺腫 内に ラ トケ嚢包を認やる こ
(

とは稀 だが
,
我 々 は

, 術前 M R I
, 手術所見にて 観

察可能な多数の ラ トケ嚢包を形成した下垂体腺腫

を経験 した の で 報告 した .

長野 拓郎 ･ 松島 忠夫
八尾板裕之 ･ 渡辺

一 夫

今回, 我々 は海綿静脈洞炎およ び髄膜炎 で 発症

した下垂体腫癌 の 一 例 を経験 した の で 報告す る .

症例は32 才, 女性 . 高熱 ,
頭痛, 噛吐を主訴に受診.

意識清明
,
39

o

の発熱及び項部硬直, 左動眼神経麻

痔
,
右外転神経麻痔を認め た . 髄液所 見 で は 多核

球優位 の 細胞数の増加があり,
C T

,
M R I で は下垂

体部を中心に腫癌性病変を疑わせ る所見が認め ら

れ た
,
入院当初は細菌性髄膜炎の 診断に て保存的

治療を行 い
,
炎症所見の 改善に伴 い 眼球運動障害

は改善した . 炎症所見消失後 の検査 で 下垂体部 に

腫癌性病変明 らか と なり ,
P R L 値2 100 n g / m l と

著明高値を示 した . 視力, 視野 に は異常 は認め ら

れなか っ た . P R L 産生腺腫 の 診断に て ブ ロ モ クリ

ブチ
‾
ン の 投与を開始し

,
P R L 値の 低下

,
腫療の 縮

小が認め られた が肝機能の 悪化があり投与を中止

した . その 後 P R L 値の 再上昇が認め られ, 発症よ

り 6 ケ月後 に t r a n s s p h e n oid al a p p r o a c h で 摘 出

術を施行 . 新たな脱落症状 は認め ず, 放射線治療

を含め追加治療を検討中 で ある .

52 鞍隔膜上下に存在する頭蓋咽頭腫に対 して開

頭お よぴ経鼻的手術法で 二期的に全摘出し得

た 一 例

黄木 正登
･ 嘉 山 孝正

松森保彦・佐藤慎哉(山形大学脳神経外科)黒木亮

頭蓋咽頭腫 の手術治療 と して
,
当科 で は両側前

頭開頭 によ る s u b f r o n t al & i n t e r h e m i s p h e ri c a p
-

p r o a c h に よ る腫療全摘 を目指 して い る . 今 回
,

.
鞍

内か ら鞍上 部に進展 し鞍隔膜上下 に存在する頭蓋

咽頭腫を関頭と経鼻的ア プ ロ ー チ で全摘出し得た .

症例 は
,
13 才女児

,
視力 ･ 視野異常 , 易疲労性 に

て 発症 し た . M R I で は
, 鞍内か ら 鞍上 部 に 長径

30 m m の腫癌性病変を認め た . 開頭手術 で は , 柿

中直視 で きなか っ た鞍隔膜下以外の 腫癌を下垂体
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茎
, 視神経 , 乳頭体を温存しなが ら亜 全摘 した . 患

児は
一

度退院し復学 したが
,
術中直視 で きず無理

な摘出を試み なか っ た鞍内前方 の 残存腫癌が増大

したた め
,
再入院し

,
内視鏡 下経鼻 的 ア プ ロ ー チ

で視交差 の 下
, 下垂体茎 の 前方に残存 し た腫壕を

全摘 した . 術後
,
新た な神経 内分泌脱落症状 は な

く
,
外来 で経過観 察を し て い る . 関頭 と経鼻の 2

つ の ア プロ
ー

チを組み合わ せ
,

m o r bidit y を極力

少なくし て腫癌を全摘出し得た点を強調 し て 報告

する .

5 3 下垂体腺腫 の 放射線治療後に髄膜歴と内頚動

脈癌が生じた 1 例

中島
半 田

橋本

毅 ･ 新井 良和

箸表:夏蓑田急苦(語詰究森
学
)

脳腫痘に対する放射線治療は
,
直達手術困難な腫

癌や残存腫癌の後療法と して
,
また化学療法と の 併

用によりその有効性が確立され て い る .

一

方, 放射

線照射 に よ る 合併 症 と し て r a di a ti o n-i n d u c ed-

t u m o r や r a di a ti o n -i n d u c ed c e r e b r o v a s c u l o p a t b y

の 報告も散見される . 今回我 々 は
,
術後残存 する

下垂体腺腫に対する放射線照射後
,
髄膜腫 と 内頚

動脈癌 の 両者が生 じた 1 症例を経験 した の で
,
若

干の 文献的考察を加え て 報告 する . 症例 は
,
SO 歳

男性 . 32 歳時に プ ロ ラク チ ン 産生下垂 体腺腫 の 亜

全揃お よ び術後放射線治療 (5 0 G y) を受けた . そ

の1 8 年後 の H 1 3 . 4 . 2 2
,
め ま い を主訴に当科を受

診 し
, 頭部 C T 上左 頭頂葉 に脳腫疲 を認め た . さ

らに
,
術前の 脳血管撮影にて左内頚動 脈海綿静脈

洞部 に動脈癌 を認めた . H 1 3 . 5 . 2 4
,
脳腫癌 全摘

出術を施行 . 嘩理 組織 は fib r o u s m e n i n g i o m a で

あ っ た . H 13 . 8 . 30
,
内頚動脈癌 塞栓術施行 . 現

在外来通院中 で あるが
,
両者 の 再発 はな い

.

5 4 断続的ブレ オ マ イ シ ン局所投与で著明に縮小

した c r a n i o p h a ri n g i o m a の
一 例

小川 欣
-

･ 関

菅原 孝行
･

葛 慧葦(岩窟是亮窟
央病院

)

症例は46 才
, 男性 .

【硯病歴】199 1 年進行性 の 視力 障害 と健忘を主

訴と し て 発見され た充実性頭蓋咽頭腫 に対 して 部

分切除後
,

γ-k nif e t h e r a p y を施行 . 腫療 の 縮小

が得 られた が
,
1993 年 より c y s t f o r m a ti o n と閉

塞性水頭症が 認め ら れ脳 室腹 腔 短絡術 を施行 .

199 9 年に O m m a y a r e s e r v oi r を設置後, 数カ月 ご

とに嚢胞内容液を吸引し て い た が
, 次第 に 吸引額

度 の 増加を来した ため に2 001 年 7 月 に再入院 . 8

月1 7 日 より断続 的に 7 . 5 m g ず つ ブ レ オ マ イ シ ン

の局所投与 を総量3 7 . 5 m g ま で 施行 した . 分泌能

の低下と腫療充実性部分 の 著 明な縮小が 得 られ
,

1 2 月独歩退院した .

【考察】 頭蓋咽頭腫は下垂体茎部 より発生 し第

三脳室底や視床下 部に対する圧迫
,
癒着 に加え て

化学的髄膜炎を来し組識学的には良性に分類され

るもの の
, 長期予後 は必ず しも捗 々 しく な い . 上

皮起源の 腫蕩 で ある こ とを利用 した化学療法 の 報

告が散見され るが
,
今回我 々 は断続的な ブ レ オ マ

イ シ ン の 局所投与を施行 し
,
比較的良好 な結果が

得られ た の で 文献的考察を加え報告する

55 長期経過で親血管 の 耐性が でき血管内治療 に

て治癒 した後大脳動脈末梢部動脈癌 の 1 例

鈴木

清水

高橋

一

郎 ･ 江面 正幸(盃管慮外産
院

)
宏明 ･ 冨永 悌 二 ( 同 脳神経外科 )

明 (需品姦義産品穿)
白根 礼造 ･

吉本 高志(蚕糸品等窟
院
)

症例 は4 7 歳男性
,
平成10 年9 月19 日

,
右顔面

,
右

上肢の 頼れを自覚
,
C T で左視床に ラ ク ナ梗塞

,
中

脳左背側に円形 の 高吸収域 が認め られ入院とな っ

た . 前述 の 痔れ以外は神経学的異常を認め ず
,
脳

血管撮影 に て L t . P C A P 3 部の 未破 裂脳動脈癌

( 円形径約1 0 m m ) の 諺断, 動脈癌直前 で の 血管 閉

塞 テ ス ト で は右上 1/ 4 盲出現が認め ら れ た . 同年




